
一
　
問
題
の
所
在

昨
年
の
宗
学
大
会
で
は
「
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
一
）
―
『
杭
州
五

雲
和
尚
坐
禅
箴
』
に
つ
い
て
―
」
と
し
て
、
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
と
杭

州
五
雲
和
尚
の
坐
禅
観
の
相
違
を
考
察
し
た
が
、
前
回
で
は
「
道
元
禅

師
の
坐
禅
観
（
二
）
―
『
龍
門
仏
眼
遠
禅
師
坐
禅
銘
』
に
つ
い
て
―
」

と
し
て
、
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
と
仏
眼
清
遠
禅
師
の
坐
禅
観
の
相
違
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
今
回
は
「
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）
―
『
上
封

仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』
に
つ
い
て
―
」
と
し
て
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
と

仏
心
本
才
禅
師
の
坐
禅
観
の
相
違
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
分
野
の
纏
ま
っ
た
先
行
業
績
と
し
て
は
榑
林
皓
堂
先
生
の
『
道

元
禅
の
研
究
』
や
、
石
井
修
道
先
生
の
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』

や
、
同
「『
坐
禅
箴
』
考
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

道
元
禅
師
は
一
二
二
三
年
（
二
十
四
歳
）
か
ら
一
二
二
七
年
（
二
十

八
歳
）
ま
で
の
約
五
年
間
に
わ
た
り
入
宋
求
法
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

当
時
の
宋
朝
禅
林
を
ま
の
あ
た
り
に
見
聞
さ
れ
た
結
果
と
し
て
次
の
よ

う
な
見
解
を
持
た
れ
た
と
い
う
。

し
か
あ
る
に
、
近
年
お
ろ
か
な
る
杜
撰
い
は
く
、
功
夫
坐
禅
、
得
胸
襟

無
事
了
、
便
是
平
穏
地
也
。
こ
の
見
解
、
な
ほ
小
乗
の
学
者
に
お
よ
ば
ず
、

人
天
乗
よ
り
も
劣
な
り
、
い
か
で
か
学
仏
法
の
漢
と
い
は
む
。
見
在
大
宋

国
に
、
恁
麼
の
功
夫
人
お
ほ
し
、
祖
道
の
荒
蕪
か
な
し
む
べ
し
。
（
１
）

こ
こ
に
登
場
す
る
「
近
年
お
ろ
か
な
る
杜
撰
」
が
言
っ
て
い
る
の
は

「
功
夫
坐
禅
、
得
胸
襟
無
事
了
、
便
是
平
穏
地
也
。」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は

（
２
）

「
ひ
た
す
ら
坐
禅
に
努
め
る
目
的
は
胸
中
に
雑
念
妄
想
を

な
く
し
て
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
得
る
に
あ
る
と
い
う
考
え
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
胸
襟
無
事
禅
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

考
え
の
者
が
「
見
在
大
宋
国
に
、
恁
麼
の
功
夫
人
お
ほ
し
」
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
説
示
さ
れ
て
い
る
。

又
一
類
の
漢
あ
り
、
坐
禅

道
は
、
こ
れ
初
心
晩
学
の
要
機
な
り
、
か

な
ら
ず
し
も
仏
祖
の
行
履
に
あ
ら
ず
、
行
亦
禅
、
坐
亦
禅
、
語
黙
動
静
体

安
然
な
り
、
た
だ
い
ま
の
功
夫
の
み
に
か
か
は
る
こ
と
な
か
れ
。
臨
済
の

余
流
と
称
す
る
と
も
が
ら
、
お
ほ
く
こ
の
見
解
な
り
。
仏
法
の
正
命
つ
た

は
れ
る
こ
と
お
ろ
そ
か
な
る
に
よ
り
て
、
恁
麼
道
す
る
な
り
。
な
に
か
こ
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れ
初
心
、
い
づ
れ
か
初
心
に
あ
ら
ざ
る
、
初
心
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
に
か
お

く
。
（
３
）

つ
ま
り
、「
一
類
の
漢
」
と
「
臨
済
の
余
流
と
称
す
る
と
も
が
ら
」

の
多
く
の
見
解
と
は
、「
坐
禅

道
と
は
、
初
心
者
ま
た
は
晩
学
者
の

要
機
な
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
仏
祖
の
行
履
で
は
無
い
の
で
あ
る
か

ら
、
行
も
ま
た
禅
で
あ
り
、
坐
も
ま
た
禅
で
あ
り
、
語
黙
動
静
の
日
常

が
大
事
な
の
で
あ
っ
て
、
坐
禅
だ
け
が
大
事
な
の
で
は
無
い
」
と
言
う

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
端
的
に
言
え
ば
、
坐
禅

道
と
は
初
心
者
あ
る

い
は
晩
学
者
の
要
機
で
あ
り
、
坐
禅
軽
視
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
考
え

は
「
行
住
坐
臥
禅
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
語
は
永
嘉

玄
覚
和
尚
の
『
証
道
歌
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宋
朝
禅
は

「
正
伝
の
坐
禅
」
で
は
無
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
中
に
、

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
古
来
な
り
と
い
へ
ど
も
、
坐
禅
を
坐
禅
な
り

と
し
れ
る
す
く
な
し
。
い
ま
現
在
大
宋
国
の
諸
山
に
、
甲
刹
の
主
人
と
あ

る
も
の
、
坐
禅
を
し
ら
ず
、
学
せ
ざ
る
お
ほ
し
。
あ
き
ら
め
し
れ
る
あ
り

と
い
へ
ど
も
、
す
く
な
し
。
諸
寺
に
も
と
よ
り
坐
禅
の
時
節
さ
だ
ま
れ
り
。

住
持
よ
り
諸
僧
、
と
も
に
坐
禅
す
る
を
本
分
の
事
と
せ
り
。
学
者
を
勧
誘

す
る
に
も
、
坐
禅
を
す
す
む
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
し
れ
る
住
持
人
は
ま
れ

な
り
。
（
４
）

と
説
示
さ
れ
る
が
如
く
、「
い
ま
現
在
大
宋
国
の
諸
山
に
、
甲
刹
の
主

人
と
あ
る
も
の
、
坐
禅
を
し
ら
ず
、
学
せ
ざ
る
お
ほ
し
」
と
い
う
状
況

道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）（
清
藤
）

三
六
六

の
中
で
、「
あ
き
ら
め
し
れ
る
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
す
く
な
し
」
で
あ

り
、「
諸
寺
に
も
と
よ
り
坐
禅
の
時
節
さ
だ
ま
れ
り
。
住
持
よ
り
諸
僧
、

と
も
に
坐
禅
す
る
を
本
分
の
事
と
せ
り
。
学
者
を
勧
誘
す
る
に
も
、
坐

禅
を
す
す
む
」
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
「
正
伝
の
坐
禅
」
を

「
し
れ
る
住
持
人
は
ま
れ
な
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
当
時
の
大
宋
国
の
現
状
と
は
、
甲
刹
の
主
人
で
あ
っ

て
も
坐
禅
を
知
ら
な
い
者
が
多
く
、
そ
の
坐
禅
の
道
理
を
明
ら
め
て
い

る
者
は
、
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
更
に
、
諸
寺
で
は
元
々
坐
禅

の
時
間
が
決
ま
っ
て
い
て
、
自
ら
も
坐
禅
を
行
じ
、
他
に
も
坐
禅
を
勧

め
る
の
で
は
あ
る
が
、「
正
伝
の
坐
禅
」
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
住
持

人
は
、
稀
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
形
式
の
み
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

中
国
南
宋
の
宗
朝
禅
林
を
参
学
し
て
い
た
道
元
禅
師
は
、
ま
の
あ
た

り
見
聞
し
、
そ
の
「
坐
禅
観
」
を
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ゆ
え
に
、
古
来
よ
り
近
代
に
い
た
る
ま
で
、
坐
禅
銘
を
記
せ
る
老

宿
一
両
位
あ
り
、
坐
禅
儀
を
撰
せ
る
老
宿
一
両
位
あ
り
、
坐
禅
箴
を
記
せ

る
老
宿
一
両
位
あ
る
な
か
に
、
坐
禅
銘
、
と
も
に
と
る
べ
き
と
こ
ろ
な
し
、

坐
禅
儀
、
い
ま
だ
そ
の
行
履
に
く
ら
し
。
坐
禅
を
し
ら
ず
、
坐
禅
を
単
伝

せ
ざ
る
と
も
が
ら
の
記
せ
る
と
こ
ろ
な
り
。
景
徳
伝
燈
録
に
あ
る
坐
禅
箴
、

お
よ
び
嘉
泰
普
燈
録
に
あ
る
と
こ
ろ
の
坐
禅
銘
等
な
り
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
や
『
嘉
泰
普
燈
録
』
に
あ
る

と
こ
ろ
の
、「
坐
禅
銘
」「
坐
禅
儀
」「
坐
禅
箴
」
等
を
実
際
に
参
学
さ
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三
六
七

れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
』
本
文
に

は
具
体
的
な
書
名
ま
で
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

道
元
禅
師
が
実
際
に
読
ま
れ
た
上
で
批
判
さ
れ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
書
と
は
、

一
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
〇
の
『
杭
州
五
雲
和
尚
坐
禅
箴
』
法
眼

宗
。
五
雲
志
逢
（
九
〇
九
〜
九
八
六
）
撰
述
。

二
『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
三
〇
の
『
龍
門
仏
眼
遠
禅
師
坐
禅
銘
』
臨

済
宗
。
仏
眼
清
遠
（
一
〇
六
七
〜
一
一
二
〇
）
撰
述
。

三
『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
三
〇
の
『
上
封
仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』
臨

済
宗
黄
竜
派
。
仏
心
本
才
（
不
詳
）
撰
述
。
霊
源
惟
清
（
？
〜

一
一
一
七
）
の
法
嗣
。

四
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
の
『
察
禅
師
坐
禅
銘
』
曹
洞
宗
青
原
下
。

同
安
常
察
（
不
詳
）
撰
述
。
九
峰
道
虔
（
？
〜
九
二
一
）
の
法

嗣
。

五
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
の
『
天
台
大
静
禅
師
坐
禅
銘
』
曹
洞
宗

青
原
下
。
天
台
大
静
（
不
詳
）
撰
述
。
玄
沙
師
備
（
八
三
五
〜

九
〇
八
）
の
法
嗣
。

の
五
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

道
元
禅
師
は
臨
済
宗
へ
の
批
判
が
多
い
と
い
う
先
学
の
意
見
も
あ
る

が
、
こ
れ
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
「
法
眼
宗
」「
臨
済
宗
」「
曹
洞
宗
」

の
祖
師
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も
「
臨
済
宗
」
に
の

み
限
定
し
て
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
称
讃
さ
れ
る

も
の
と
し
て
は
、
宏
智
禅
師
の
『
坐
禅
箴
』
の
み
道
得
是
と
さ
れ
て
お

ら
れ
、
そ
れ
に
同
和
さ
れ
て
道
元
禅
師
御
自
身
で
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
』

を
撰
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
中
の
（
三
）
の
仏
心
本
才
禅
師
撰
述
で
あ
る
『
上

封
仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』
を
取
り
上
げ
、
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
と
仏
心

本
才
禅
師
の
坐
禅
観
を
比
較
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
熟
語
の
出
典
解
明

そ
の
『
上
封
仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
道

元
禅
師
は
こ
れ
ら
の
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
を
、
次
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
は
れ
む
べ
し
、
十
方
の
叢
林
に
経
歴
し
て
一
生
を
す
ご
す
と
い
へ
ど

も
、
一
坐
の
功
夫
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
。
打
坐
す
で
に
な
ん
ぢ
に
あ
ら
ず
、

功
夫
さ
ら
に
お
の
れ
と
相
見
せ
ざ
る
こ
と
を
。
こ
れ
坐
禅
の
、
お
の
が
身

心
を
き
ら
ふ
に
あ
ら
ず
、
真
箇
の
功
夫
を
こ
こ
ろ
ざ
さ
ず
、
倉
卒
に
迷
酔

せ
る
に
よ
り
て
な
り
。
か
れ
ら
が
所
集
は
、
た
だ
還
源
返
本
の
様
子
な
り
、

い
た
づ
ら
に
息
慮
凝
寂
の
経
営
な
り
。
観
練
薫
修
の
階
級
に
お
よ
ば
ず
、

十
地
・
等
覚
の
見
解
に
お
よ
ば
ず
、
い
か
で
か
仏
仏
祖
祖
の
坐
禅
を
単
伝

せ
ん
。
宋
朝
の
録
者
、
あ
や
ま
り
て
録
せ
る
な
り
、
晩
学
、
す
て
て
み
る

べ
か
ら
ず
。
（
５
）

と
、
そ
の
内
容
を
評
し
て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
十
方
の
叢
林
に
遍
参

遍
歴
し
て
形
の
上
で
は
修
行
形
態
を
取
っ
て
一
生
涯
を
か
け
る
の
で
は
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三
六
八

あ
る
が
、
一
坐
の
坐
禅
の
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
無
き
に
等
し
い

こ
と
を
、
同
命
と
し
て
「
あ
わ
れ
む
べ
し
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

「
か
れ
ら
が
所
集
」
の
内
容
と
は
、「
た
だ
還
源
返
本
の
樣
子
」
で
あ
り

「
い
た
づ
ら
に
息
慮
凝
寂
の
経
営
」
で
あ
り
「
観
練
薫
修
の
階
級
に
お

よ
ば
ず
」「
十
地
・
等
覚
の
見
解
に
お
よ
ば
ず
」
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
「
仏
仏
祖
祖
の
坐
禅
を
単
伝
」
出
来
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
「
宗
朝
の
録
者
」
が
、
誤
っ
て
収
録
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
晩
学
者
」
は
こ
れ
を
参
学
す
べ
き
で
は
無

い
、
と
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
熟
語
の
出
典
の
解
明
を

試
み
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
還
源
返
本

ま
ず
「
還
源
返
本
」「
返
本
還
源
」
で
あ
る
が
、
こ
の
熟
語
は
『
天

台
止
観
』
あ
る
い
は
『
十
牛
図
頌
』
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

返
本
還
源
と
も
、
還
源
も
返
本
も
、
も
と
に
帰
る
こ
と
。
転
じ
て
、
外

に
流
転
す
る
心
を
停
め
て
内
な
る
本
源
に
返
す
こ
と
。
（
６
）

「
十
牛
図
頌
」
の
第
九
位
。
本
源
の
と
こ
ろ
に
返
る
当
体
。
本
家
の
郷

里
に
坐
す
る
大
安
心
の
と
こ
ろ
。
悟
っ
た
結
果
、
本
来
成
仏
で
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
。
（
７
）

「
十
牛
図
」
で
、
学
人
の
見
性
の
階
級
を
示
す
た
め
牛
と
牧
童
の
関
係

に
な
ぞ
ら
え
て
設
け
た
十
種
の
機
関
の
こ
と
。
一
、
尋
牛
。
二
、
見
跡
。

三
、
見
牛
。
四
、
得
牛
。
五
、
牧
牛
。
六
、
騎
牛
。
七
、
忘
牛
。
八
、
人

牛
倶
忘
。
九
、
返
本
還
源
。
十
、
入
廛
垂
手
。
（
８
）

こ
の
『
十
牛
図
』
の
成
立
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
禅
宗
四
部
録
』

の
中
に
『
信
心
銘
』『
証
道
歌
』『
坐
禅
儀
』『
十
牛
図
』
が
あ
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
柳
田
聖
山
氏
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
禅
宗
四
部
録
』
が
編
せ
ら
れ
た
時
代
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら

か
で
な
い
が
、
鎌
倉
の
末
期
に
、
す
で
に
日
本
で
開
版
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
五
山
版
と
よ
ば
れ
る
一
連
の
禅
録
の
出
版
が
、
通
例
と

し
て
舶
載
さ
れ
た
宋
版
の
覆
刻
よ
り
出
発
し
て
い
る
事
実
を
見
れ
ば
、
あ

る
い
は
す
で
に
中
国
で
、
こ
れ
ら
四
つ
を
一
括
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
考

え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
で
最
初
期
の
禅
の
著
述
の

一
つ
で
あ
る
道
元
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
禅
苑
清

規
』
の
「
坐
禅
儀
」
を
承
け
た
も
の
で
、
道
元
自
ら
そ
の
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
は
『
禅
苑
清
規
』
の
ま
ま
で
は
な
く

て
、
道
元
独
自
の
創
意
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
道
元
の
新
加
し
た

部
分
に
、「
信
心
銘
」
や
「
証
道
歌
」
の
用
語
や
考
え
方
が
、
顕
著
に
見
ら

れ
る
事
実
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。
た
と
え
ば
、
道
元
が
「
毫
釐
も
差
有

れ
ば
天
地
懸
か
に
隔
つ
、
違
順
纔
か
に
起
れ
ば
粉
然
と
し
て
心
を
失
す
」

と
言
い
、「
速
か
に
絶
学
無
為
の
真
人
と
成
る
」
と
言
う
の
は
、「
信
心
銘
」

や
「
証
道
歌
」
を
前
提
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
理
解
し
得
ぬ
句
で
あ
る
。

道
元
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』
は
、『
禅
苑
清
規
』
の
「
坐
禅
儀
」
を
承
け
た
と

言
う
よ
り
も
、『
禅
宗
四
部
録
』
を
承
け
た
と
見
て
よ
い
。
こ
う
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
普
勧
」
の
意
が
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
後
に
言
う
よ
う



道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）（
清
藤
）

三
六
九

に
、
日
本
で
「
信
心
銘
」
と
「
証
道
歌
」
が
セ
ッ
ト
に
さ
れ
る
先
例
は
、

す
で
に
平
安
時
代
に
見
ら
れ
る
が
、「
坐
禅
儀
」
と
の
く
み
あ
わ
せ
は
、
や

は
り
『
禅
宗
四
部
録
』
の
ほ
か
に
な
い
。
道
元
が
「
十
牛
図
」
を
見
て
い

た
か
ど
う
か
は
確
か
で
な
い
が
、『
禅
宗
四
部
録
』
の
三
つ
の
作
品
を
知
っ

て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
す
で
に
中
国
で
、
一
つ
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、「
十
牛
図
」
が
成
立
す
る
十
二
世
紀
の

末
ご
ろ
に
、『
禅
宗
四
部
録
』
の
原
型
を
求
め
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
（
９
）

こ
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
さ
て
こ
の
『
十
牛
図
』
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
西
村
惠
信
氏
が
次
の
よ
う
に
い
う
。

ま
た
『
十
牛
図
』
と
い
う
こ
の
固
有
の
一
書
は
、
修
行
の
深
ま
り
を
十

の
階
程
で
示
す
と
い
う
論
理
的
体
系
性
（
特
に
廓
庵
の
序
文
に
見
ら
れ
る

思
想
的
表
明
）、
浅
か
ら
深
へ
と
漸
進
的
に
進
む
運
動
性
、
全
体
を
牛
（
実

在
的
自
己
）
と
牧
童
（
先
実
在
的
自
己
）
の
葛
藤
と
和
解
の
物
語
り
に
よ

っ
て
構
成
す
る
と
い
う
ド
ラ
マ
性
、
更
に
図
と
頌
に
よ
っ
て
禅
修
業
の
苦

難
の
行
程
を
和
ら
げ
親
し
ま
せ
る
と
い
う
審
美
性
な
ど
、
多
く
の
点
で
他

の
語
録
に
見
ら
れ
な
い
精
緻
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
（
10
）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
修
行
の
深
ま
り
を
十
の
階
程
で
示
す
」

こ
と
と
、「
浅
か
ら
深
へ
と
漸
進
的
に
進
む
運
動
性
」
で
あ
る
。
そ
の

第
九
番
目
に
「
返
本
還
源
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
返
本
還
源
」

に
つ
い
て
柳
田
聖
山
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

元
来
は
天
台
止
観
の
用
語
。
す
な
わ
ち
、
六
妙
法
門
と
よ
ば
れ
る
数
息

観
の
中
に
、
数
、
随
、
止
、
観
、
還
、
浄
の
六
法
を
説
く
う
ち
、
還
の
段

階
を
修
と
証
の
二
つ
に
分
ち
、
証
還
の
と
こ
ろ
に
、「
心
恵
開
発
し
て
功
力

を
加
え
ず
、
任
運
に
自
ら
能
く
破
析
し
て
反
本
還
源
す
る
、
是
れ
を
証
還

と
名
づ
く
」
と
言
っ
て
い
て
、『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
に
も
そ
の
説
が

見
え
る
。
（
11
）

つ
ま
り
こ
の
「
返
本
還
源
」
と
は
『
十
牛
図
』
か
ら
捉
え
れ
ば
、
修

行
の
進
み
具
合
を
「
浅
か
ら
深
」
へ
と
「
段
階
的
」
に
進
む
あ
り
方
と

し
て
「
証
を
目
指
す
修
」
と
い
う
考
え
方
で
、
そ
の
第
九
番
目
（
心
を

本
源
に
返
還
す
る
）
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
天
台
」

か
ら
捉
え
れ
ば
「
数
息
観
」
の
中
に
「
証
還
」
と
い
う
修
行
方
法
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
「
息
を
数
え
て
心
を
と
と
の
え
る
」「
巧
力
を

加
え
ず
自
己
を
反
省
し
て
心
を
と
と
の
え
る
」
と
い
う
修
行
方
法
で
あ

り
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
と
は
、
異
質
な
も
の
で
あ

る
。ま

た
『
禅
宗
四
部
録
』
の
他
に
『
十
牛
頌
』
が
所
収
さ
れ
る
も
の
と

し
て
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
が
あ
る
。
こ
の
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
と

は
、

七
仏
の
伝
法
偈
を
初
め
、『
信
心
銘
』『
証
道
歌
』『
心
王
銘
』『
参
同
契
』

『

山
警
策
』『
十
牛
頌
』『
坐
禅
銘
』『
箴
銘
』
等
八
〇
余
篇
の
古
徳
垂
誡

の
歌
頌
を
集
め
た
も
の
。
（
12
）

で
あ
り
、
こ
の
中
に
あ
る
『
坐
禅
銘
』
と
は
、
巻
四
に
所
収
の
『
仏
心

和
尚
坐
禅
銘
』
で
あ
り
、『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
三
〇
の
『
上
封
仏
心
才

禅
師
坐
禅
儀
』
と
同
一
の
文
献
で
あ
る
。
こ
の
『
坐
禅
銘
』
も
、
道
元



あ
り
、『
発
無
上
心
』
巻
に
は
、

し
か
あ
る
に
小
乗
愚
人
い
は
く
、
造
像
起
塔
は
有
為
の
功
業
な
り
、
さ
し

お
き
て
い
と
な
む
へ
か
ら
す
、
息
慮
凝
心
こ
れ
無
為
な
り
、
無
生
無
作
こ

れ
真
実
な
り
、
法
性
実
相
の
観
行
こ
れ
無
為
な
り
、
か
く
の
こ
と
く
い
ふ

を
西
天
東
地
の
古
今
の
習
俗
と
せ
り
。
（
15
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
「
息
慮
凝
心
」
と
い
う
熟
語
は
、
道
元

禅
師
と
同
時
代
を
生
き
た
親
鸞
上
人
の
著
述
に
も
引
用
さ
れ
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。

し
か
る
に
常
没
の
凡
愚
、
定
心
修
し
が
た
し
、
息
慮
凝
心
の
ゆ
え
に
。
散

心
行
じ
が
た
し
、
廃
悪
修
善
の
ゆ
え
に
。
こ
こ
を
も
っ
て
立
相
住
心
な
ほ

成
じ
が
た
き
が
ゆ
え
に
、「
た
と
ひ
千
年
の
寿
を
尽
す
と
も
、
法
眼
い
ま
だ

か
つ
て
開
け
ず
」（
定
善
義
）
と
い
へ
り
。
い
か
に
い
は
ん
や
無
相
離
念
ま

こ
と
に
獲
が
た
し
。
（
16
）

こ
の
「
息
慮
凝
寂
」
あ
る
い
は
「
息
慮
凝
心
」
と
い
う
熟
語
の
出
典

解
明
は
非
常
に
難
し
い
も
の
が
あ
る
。「
凝
寂
」「
凝
心
」
な
ど
の
語
句

が
目
立
つ
の
は
や
は
り
天
台
の
『
六
妙
法
門
』
で
あ
る
が
出
典
解
明
の

断
定
と
ま
で
は
及
ば
な
い
。
ち
な
み
に
今
は
こ
れ
を
俯
瞰
す
る
に
留
め

た
い
。息

慮
は
思
慮
す
る
こ
と
を
止
息
す
る
こ
と
。
凝
寂
は
静
寂
の
気
に
止
定

す
る
こ
と
。
無
意
識
状
態
に
な
る
一
種
の
坐
禅
の
仕
方
を
い
う
。
灰
身
滅

智
の
無
余
涅
槃
を
標
榜
す
る
二
乗
声
聞
の
坐
禅
観
法
。
（
17
）

こ
の
「
息
慮
凝
寂
」
と
い
う
熟
語
は
出
典
自
体
が
不
明
で
あ
り
、
道

道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）（
清
藤
）

三
七
〇

禅
師
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
『
永
平
広
録
』
巻
十
の
三
五
、「
王
侍
郎
に
与
う
」
と
し
て
、

咨
参
絶
処
識
陂
陀
、
本
自
清
明
莫
琢
磨
、
返
本
還
源
猶
滞
路
、
伶
併
閑

道
笑
人
多
。
（
13
）

と
あ
っ
て
「
返
本
還
源
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
を

現
代
語
訳
す
れ
ば
、

大
道
は
参
究
し
尽
く
し
て
な
お
到
る
こ
と
の
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
も
と
も
と
仏
法
は
清
明
な
世
界
で
あ
っ
て
、
や
み
く
も
に
修
し

さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
本
源
に
還
る
を

め
ざ
す
修
は
、
な
お
中
途
に
滞
る
も
の
で
あ
る
。
修
道
の
上
に
は
あ
れ
こ

れ
と
さ
ま
よ
っ
て
笑
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
（
14
）

と
、「
返
本
還
源
」
に
つ
い
て
「
返
本
還
源
猶
滞
路
」（
こ
の
本
源
に
還

る
を
め
ざ
す
修
は
、
な
お
中
途
に
滞
る
も
の
で
あ
る
）
と
的
確
に
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
。
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
は
、
あ
く
ま
で
も
「
修
証
一
等
」

「
只
管
打
坐
」
で
あ
り
、「
証
を
目
指
す
修
」
や
「
心
を
と
と
の
え
る
」

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
は
「
か
れ
ら
が
所
集
は
、
た
だ

還
源
返
本
の
様
子
な
り
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
息
慮
凝
寂

二
番
目
に
道
元
禅
師
は
「
い
た
づ
ら
に
息
慮
凝
寂
の
経
営
な
り
」
と

指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
息
慮
凝
寂
」
の
類
似
語
に
「
息
慮
凝
心
」
が



元
禅
師
の
造
語
で
も
無
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
三
）
観
練
薫
修

次
に
「
観
練
薫
修
の
階
級
に
お
よ
ば
ず
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
天
台
止
観
の
熟
語
で
あ
る
。
こ
の
「
観
練
薫
修
」
と

は
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
九
に
出
典
が
認
め
ら
れ
る
。

若
不
壞
法
人
九
想
者
。
從
初
脹
想
來
住
骨
想
。
不
進
燒
想
。
得
有
流
光
背

捨
勝
處
觀
練
薫
修
神
通
變
化
。
一
切
功
徳
具
足
成
倶
解
脱
人
也
。
（
18
）

こ
れ
に
つ
い
て
俯
瞰
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

世
間
・
出
世
間
・
出
世
間
上
上
禅
の
三
種
の
禅
の
中
、
出
世
間
禅
の
四

位
。
観
禅
・
錬
禅
・
薫
禅
・
修
禅
を
い
う
。
（
19
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
種
禅
を
敷
衍
す
れ
ば
、

天
台
で
説
く
三
種
の
禅
。
一
、
世
間
禅
。
外
道
及
び
凡
夫
の
有
漏
禅
で

あ
り
、
こ
れ
に
根
本
味
禅
（
四
禅
・
四
無
量
・
四
無
色
）
・
根
本
浄
禅

（
六
妙
門
・
十
六
特
勝
・
通
明
禅
）
の
別
が
あ
る
。
二
、
出
世
間
禅
。
無
漏

智
を
発
す
る
大
小
乗
の
聖
者
の
禅
で
、
こ
れ
に
観
禅
（
九
相
・
八
背
捨
・

八
勝
処
・
十
一
切
処
）
・
練
禅
（
九
次
第
定
）
・
薫
禅
（
獅
子
奮
迅
三

昧
）
・
修
禅
（
超
越
三
昧
）
の
別
が
あ
る
。
三
、
出
世
間
上
上
禅
。
最
高

の
出
世
間
無
漏
禅
。
自
性
禅
乃
至
清
浄
禅
の
九
種
が
あ
る
。（『
法
華
玄
義

四
』）。
（
20
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
観
練
薫
修
」
に
つ
い
て
は
『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
第
十
』

道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）（
清
藤
）

三
七
一

『
法
華
玄
義
四
上
』
な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
俯
瞰
す
れ
ば

次
の
よ
う
で
あ
る
。

観
禅
と
は
境
相
を
観
照
す
る
の
意
に
し
て
、
即
ち
不
浄
等
の
境
を
観
じ

て
婬
欲
等
を
破
す
る
を
云
う
。
九
想
、
八
背
捨
、
八
勝
処
、
十
一
切
処
の

如
き
是
れ
な
り
。
練
禅
と
は
無
漏
禅
を
以
て
諸
の
有
漏
味
禅
を
練
し
、
其

の
滓
穢
を
除
き
て
皆
清
浄
な
ら
し
む
る
こ
と
、
猶
お
練
金
の
法
の
如
く
な

る
を
云
う
。
九
次
第
定
の
如
き
是
れ
な
り
。
但
し
阿
毘
曇
薫
禅
の
法
も
亦

無
漏
を
以
て
有
漏
を
練
す
と
雖
も
、
彼
れ
は
唯
だ
四
禅
を
練
す
る
の
み
に

し
て
無
色
界
に
及
ば
ず
。
今
は
初
禅
よ
り
乃
至
非
想
悉
く
皆
之
を
練
し
、

一
切
諸
禅
を
し
て
清
浄
調
柔
に
し
て
功
徳
を
増
益
せ
し
む
る
を
果
と
す
。

薫
禅
と
は
能
く

く
諸
禅
を
薫
熟
し
て
皆
悉
く
通
利
し
、
轉
變
自
在
な
ら

し
む
る
を
云
う
。
獅
子
奮
迅
三
昧
の
如
き
是
れ
な
り
。
修
禅
と
は
超
入
超

出
順
逆
自
在
な
る
禅
に
し
て
、
超
越
三
昧
の
如
き
是
れ
な
り
。
此
れ
最
頂

の
禅
な
る
が
故
に
又
頂
禅
と
も
云
う
な
り
。
（
21
）

つ
ま
り
端
的
に
言
え
ば
「
観
禅
」
と
は
不
浄
観
を
行
ず
る
こ
と
で
あ

り
、「
練
禅
」
と
は
浄
穢
を
除
い
て
清
浄
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、「
薫
禅
」

と
は
諸
禅
を
薫
熟
し
て
自
在
に
行
ず
る
こ
と
で
あ
り
、「
修
禅
」
と
は

超
入
超
出
順
逆
自
在
な
る
最
頂
の
禅
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
天

台
に
お
け
る
「
観
練
薫
修
」
と
は
、
不
浄
観
な
ど
を
行
ず
る
段
階
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
観
練
薫
修
の
階
級
」

で
あ
る
と
表
現
さ
れ
た
。
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（
四
）
十
地
・
等
覚

次
に
「
十
地
・
等
覚
の
見
解
に
お
よ
ば
ず
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
語
に
つ
い
て
は
、

十
地
の
内
容
に
つ
い
て
は
経
典
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
り
、
こ
と
に
大
乗

と
小
乗
を
区
別
す
る
不
共
十
地
と
、
小
乗
を
も
包
摂
す
る
共
十
地
と
に
大

別
さ
れ
、
後
者
は
前
者
に
遅
れ
て
成
立
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
（
22
）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
繁
雑
に
な
り
す
ぎ
る
と
こ
ろ
か
ら
簡
潔
に
俯
瞰
す

る
。

十
地菩

薩
修
行
の
五
十
二
位
（
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
回
向
・
十
地
・
等

覚
・
妙
覚
）
中
の
第
四
十
一
位
か
ら
第
五
十
位
ま
で
を
指
す
。
（
23
）

等
覚菩

薩
修
道
の
五
十
二
位
中
の
第
五
十
一
位
を
指
す
。
こ
れ
は
第
十
地
法
雲

地
の
上
に
あ
り
、
最
高
の
仏
位
と
し
て
の
妙
覚
の
下
に
位
し
て
い
る
。
（
24
）

つ
ま
り
、
こ
の
「
十
地
・
等
覚
」
と
は
菩
薩
修
行
の
段
階
的
な
あ
り

方
を
指
す
の
で
あ
る
。

（
五
）
ま
と
め

道
元
禅
師
は
在
宋
中
に
持
た
れ
た
坐
禅
観
と
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
「
胸
襟
無
事
禅
」（
ひ
た
す
ら
坐
禅
に
努
め
る
目
的
は
胸
中
に

雑
念
妄
想
を
な
く
し
て
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
得
る
に
あ
る
と
い

う
考
え
）。
こ
の
考
え
方
へ
の
批
判
。

二
「
行
住
坐
臥
禅
」（
何
を
や
っ
て
も
坐
禅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

坐
禅
軽
視
の
立
場
で
あ
る
）。
こ
の
考
え
方
へ
の
批
判
。

そ
し
て
『
坐
禅
儀
』
な
ど
の
五
書
を
閲
読
さ
れ
た
結
果
に
、
思
っ
た

感
想
と
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

三
「
還
源
返
本
の
樣
子
」
外
に
向
か
う
心
を
内
な
る
本
源
に
返
還

す
る
こ
と
の
意
。
こ
の
考
え
方
へ
の
批
判
。

四
「
息
慮
凝
寂
の
経
営
」
諸
の
念
慮
を
止
息
し
、
心
意
識
を
凝
寂

な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
無
心
と
な
る
。
こ
の
考
え
方
へ
の
批
判
。

五
「
観
練
薫
修
の
階
級
に
お
よ
ば
ず
」
天
台
智

の
説
く
三
種
禅

（
世
間
禅
・
出
世
間
禅
・
出
世
間
上
上
禅
）
の
う
ち
、
出
世
間

禅
で
説
明
す
る
観
禅
・
練
禅
・
薫
禅
・
修
禅
の
四
種
を
い
い
、

禅
定
の
進
み
行
く
階
位
を
示
す
も
の
。
こ
れ
ら
に
も
及
ば
な
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

六
「
十
地
・
等
覚
の
見
解
に
お
よ
ば
ず
」
段
階
的
な
菩
薩
修
行
の

見
解
。
こ
れ
ら
に
も
及
ば
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
道
元
禅
師
は
こ
れ
ら
の
五
書
を
『
正
法
眼

蔵
坐
禅
箴
』
中
で
「
こ
の
ゆ
え
に
、
古
来
よ
り
近
代
に
い
た
る
ま
で
、

坐
禅
銘
を
記
せ
る
老
宿
一
両
位
あ
り
、
坐
禅
儀
を
撰
せ
る
老
宿
一
両
位

あ
り
、
坐
禅
箴
を
記
せ
る
老
宿
一
両
位
あ
る
な
か
に
、
坐
禅
銘
、
と
も

に
と
る
べ
き
と
こ
ろ
な
し
、
坐
禅
儀
、
い
ま
だ
そ
の
行
履
に
く
ら
し
。
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三

坐
禅
を
し
ら
ず
、
坐
禅
を
単
伝
せ
ざ
る
と
も
が
ら
の
記
せ
る
と
こ
ろ
な

り
。
景
徳
伝
燈
録
に
あ
る
坐
禅
箴
、
お
よ
び
嘉
泰
普
燈
録
に
あ
る
と
こ

ろ
の
坐
禅
銘
等
な
り
」
と
批
判
さ
れ
「
晩
学
、
す
て
て
み
る
べ
か
ら
ず
」

と
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
『
坐
禅
箴
』『
坐
禅
銘
』『
坐
禅
儀
』
に
つ
い
て
の
区
分

で
あ
る
が
、『
坐
禅
箴
』
と
は
、
坐
禅
の
内
容
に
つ
い
て
針
を
さ
す
こ

と
で
、
坐
禅
の
病
を
治
療
す
る
こ
と
を
述
べ
た
書
で
あ
る
。
ま
た
『
坐

禅
銘
』
と
は
、
座
右
銘
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
坐
禅
に
関
す
る
こ
と
で

自
己
へ
の
い
ま
し
め
と
し
て
述
べ
た
書
で
あ
る
。
そ
し
て
『
坐
禅
儀
』

と
は
、
坐
禅
に
関
す
る
威
儀
作
法
を
述
べ
た
書
で
あ
る
。
こ
の
『
上
封

仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』
で
は
『
坐
禅
儀
』
と
し
て
の
区
分
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
他
に
は
、
長
蘆
宋

（
不
詳
・
宋
代
の
人
。
雲
門
宗
）

の
『
坐
禅
儀
』、
蘭
渓
道
隆
（
一
二
一
三
〜
一
二
七
八
、
臨
済
宗
楊
岐

派
）
の
『
坐
禅
儀
』、
無
本
覚
心
（
一
二
〇
七
〜
一
二
九
八
、
臨
済
宗

法
灯
派
）
の
『
法
燈
国
師
坐
禅
儀
』、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
〜
一
二

五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
儀
』『
普
勧
坐
禅
儀
』
な
ど
が
あ
る
。

三
　
仏
心
本
才
禅
師
伝

次
に
仏
心
本
才
禅
師
の
略
伝
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
仏
心
本
才
禅

師
と
は
臨
済
宗
黄
竜
派
で
あ
り
、
ま
ず
最
初
に
嗣
承
関
係
で
あ
る
が
、

黄
龍
慧
南
（
一
〇
〇
二
〜
一
〇
六
九
）
―
晦
堂
祖
心
（
一
〇
二
五
〜
一

一
〇
〇
）
―
黄
龍
惟
清
（
？
〜
一
一
一
七
）
―
仏
心
本
才
（
不
詳
）
と

な
っ
て
い
る
。

仏
心
本
才
禅
師
は
、
福
建
省
長
渓
県
の
出
身
で
、
俗
姓
を
姚
氏
と
い

う
。
幼
く
し
て
得
度
、
受
戒
し
、
遊
方
し
て
福
州
の
大
中
寺
の
海
印
徳

隆
に
参
じ
た
。
徳
隆
は
正
覚
禅
師
智
海
本
逸
の
法
嗣
で
雲
門
宗
に
属
す
。

大
中
寺
に
お
い
て
老
宿
の
指
導
で
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
老
宿
に
黄
竜

派
の
廬
山
東
林
寺
の
常
総
（
一
〇
二
五
〜
一
〇
九
一
）
に
参
学
す
る
こ

と
を
勧
め
ら
れ
た
。
東
林
寺
に
至
る
と
既
に
常
総
は
示
寂
し
て
い
た
の

で
、
豫
章
の
黄
竜
山
に
死
心
禅
師
悟
新
（
一
〇
四
三
〜
一
一
一
四
）
に

久
し
く
参
じ
た
が
機
縁
は
契
わ
な
か
っ
た
。
更
に
霊
源
惟
清
の
下
に
参

禅
し
、
三
年
し
て
徹
悟
し
、
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。
後
に
舒
州
の
真
乗
寺

に
分
座
し
た
。
次
い
で
潭
州
の
上
封
寺
の
命
に
応
じ
、
さ
ら
に
道
林
寺

に
遷
住
し
た
。
そ
の
後
に
福
建
省
に
帰
り
、
大
乗
・
乾
元
・
霊
石
・
鼓

山
を
歴
住
し
た
。
示
寂
の
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
紹
興
年
間
（
一
一

三
一
か
ら
一
一
六
二
）
に
大
衆
に
遺
偈
を
残
し
示
寂
し
た
と
伝
え
る
。

こ
の
仏
心
本
才
禅
師
に
は
語
録
が
存
在
す
る
。

『
仏
心
才
禅
師
語
要
』
一
巻
。
宋
、
仏
心
本
才
撰
。
嘉
熙
二
年
（
一

二
三
八
）
刊
。
黄
竜
派
の
宗
風
を
挙
唱
し
た
人
。
こ
の
語
要
に
は
そ
の

上
堂
・
小
参
の
語
お
よ
び
頌
古
な
ど
二
十
数
種
を
収
め
て
い
る
。『
続

古
尊
宿
語
要
』
四
に
収
む
。『
続
蔵
二
、
二
四
、
一
』。

な
お
、
本
発
表
で
は
仏
心
本
才
禅
師
の
坐
禅
観
に
限
定
す
る
も
の
で
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あ
り
、
語
録
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

四
　
『
上
封
仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』
に
つ
い
て

次
に
『
上
封
仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』
に
つ
い
て
、
本
文
を
あ
げ
、
訓

読
文
を
付
す
も
の
で
あ
る
。

【
本
文
】○

上
封
佛
心
才
禪
師
坐
禪
儀

夫
坐
禪
者
、
端
心
正
意
、
潔
己
虚
心
。
疊
足
加
趺
、
收
視
反
聽
。
惺

惺
不
昧
、
沈
掉
永
離
。
縱
憶
事
來
、
盡
情
抛
棄
。
向
靜
定
處
、
正
念
諦

觀
、
知
坐
是
心
、
及
返
照
是
心
、
知
有
無
中
邊
内
外
者
心
也
、
此
心
虚

而
知
、
寂
而
照
。
圓
明
了
了
、
不
墮
斷
常
。
靈
覺
昭
昭
、
揀
非
虚
妄
。

今
見
學
家
、
力
坐
不
悟
者
、
病
由
依
計
。
情
附
偏
邪
、
迷
背
正
因
、
枉

隨
止
作
。
不
悟
之
失
、
其
在
斯
焉
。
若
也
斂
澄
一
念
、
密
契
無
生
。
智

鑑
廓
然
、
心
華
頓
發
。
無
邊
計
執
、
直
下
消
磨
。
積
劫
不
明
、
一
時
豁

現
。
如
忘
忽
記
、
如
病
頓

。
内
生
歡
喜
心
、
自
知
當
作
佛
、
即
知
自

心
外
無
別
佛
、
然
後
順
悟

修
、
因
修
而
證
。
證
悟
之
源
、
是
三
無
別
、

名
爲
一
解
一
行
三
昧
、
亦
云
無
功
用
道
。
便
能
轉
物
、
不
離
根
塵
。
信

手
拈
來
、
互
分
主
伴
。
乾
坤
眼
淨
、
今
古
更
陳
。
覿
體
神
機
、
自
然
符

契
。
所
以
維
摩
詰
曰
、
不
起
寂
滅
定
、
而
現
諸
威
儀
、
是
爲
宴
坐
也
。

然
當
知
水
澄
月
現
、
鏡
淨
光
全
。
學
道
之
人
、
坐
禪
爲
要
。
苟
不
爾
者
、

脩
途
輪
轉
、
汨
没
四
生
、
酸
鼻
痛
心
、
難
以
自
默
。
聊
書
大
概
、
助
發

眞
源
、
果
不
廢
修
、
即
同
參
契
。

【
訓
読
】

そ
れ
坐
禅
は
、
心
を
端
し
意
を
正
し
て
、
己
を
潔
く
し
て
心
を
虚
し

く
す
。
足
を
畳
ね
て
加
趺
し
、
視
る
こ
と
を
収
め
、
聴
く
こ
と
を
反
す
。

惺
惺
と
し
て
昧
さ
ず
、
沈
・
掉
を
永
く
離
る
。
縦
い
事
の
来
る
を
憶
う

も
、
情
を
尽
し
て
抛
棄
し
、
静
定
の
処
に
向
て
、
正
念
し
て
諦
観
せ
ば
、

坐
は
是
れ
心
お
よ
び
返
照
は
是
れ
心
な
る
を
知
り
、
有
無
、
中
辺
、
内

外
は
心
な
り
と
知
る
な
り
。
此
の
心
は
虚
に
し
て
知
り
、
寂
に
し
て
照

す
。
円
明
了
了
と
し
て
、
断
常
に
堕
せ
ず
、
霊
覚
昭
昭
と
し
て
、
虚
妄

に
あ
ら
ざ
る
を
揀
ぶ
。

い
ま
学
家
を
見
る
に
、
坐
を
力
め
て
悟
ら
ざ
る
は
、
病
は
依
計
に
由

り
、
情
は
偏
邪
に
附
し
、
迷
は
正
因
に
背
き
、
枉
く
止
作
に
随
う
。
悟

ら
ざ
る
の
失
は
、
其
れ
斯
に
在
り
。
若
也
し
斂
め
て
一
念
を
澄
ま
せ
ば
、

密
に
無
生
に
契
う
。
智
の
鑑
は
廓
然
と
し
て
、
心
の
華
は
頓
に
発
ぶ
。

無
辺
の
計
執
は
、
直
下
に
消
磨
し
、
積
劫
の
不
明
は
、
一
時
に
豁
現
す
。

忘
れ
た
る
こ
と
を
忽
ち
記
ゆ
る
が
如
く
、
病
の
頓
に

ゆ
る
が
如
し
。

内
に
歓
喜
の
心
を
生
じ
、
自
ら
当
に
作
仏
す
べ
し
と
知
る
。

即
ち
自
心
の
外
に
別
仏
無
し
と
知
り
、
然
後
に
悟
に
順
じ
て
修
を
増
し
、

修
に
因
り
て
証
す
。
証
悟
の
源
は
、
是
の
三
は
別
無
き
を
、
名
づ
け
て

一
解
一
行
の
三
昧
と
為
し
、
亦
た
功
用
無
き
の
道
と
云
う
。
便
ち
能
く

物
を
転
じ
、
根
塵
を
離
れ
ず
、
手
に
信
せ
て
拈
来
し
、
互
い
に
主
伴
を
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分
つ
。

乾
坤
の
眼
の
浄
き
こ
と
は
、
今
古
更
に
陳
ぶ
。
覿
体
の
神
機
は
、
自
然

に
符
契
す
。

所
以
に
維
摩
詰
曰
く
、「
寂
滅
定
を
起
さ
ず
し
て
而
も
諸
の
威
儀
を
現

わ
す
は
、
是
れ
を
宴
坐
と
為
す
な
り
」。

然
し
て
当
に
知
る
べ
し
、
水
澄
ん
で
月
現
わ
れ
、
鏡
浄
う
し
て
光
全
き

こ
と
を
。

学
道
の
人
は
、
坐
禅
を
要
と
為
す
。

苟
し
く
も
爾
ら
ざ
れ
ば
、
途
を
修
し
て
輪
転
し
、
四
生
に
汨
没
し
、
鼻

を
酸
に
し
て
心
を
痛
め
、
以
て
自
ら
黙
す
る
こ
と
難
し
。

聊
か
大
概
を
書
し
、
真
源
を
助
発
す
。
果
た
し
て
修
を
廃
せ
ず
ん
ば
、

即
ち
同
参
の
契
な
ら
ん
。

【
訳
文
】

そ
れ
「
坐
禅
」
と
は
、「
端
身
正
意
」
心
を
端
し
意
を
正
し
て
、
お

の
れ
を
潔
く
し
て
心
を
虚
し
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

足
を
重
ね
て
結
跏
趺
坐
し
て
、
視
る
こ
と
を
収
め
て
聴
く
こ
と
を
や

め
る
こ
と
で
あ
る
。

惺
惺
（
心
が
澄
み
切
っ
て
）
と
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
て
、
心

が
沈
ん
だ
り
揺
れ
動
い
た
り
す
る
事
を
永
く
離
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
、
事
の
来
る
こ
と
を
憶
っ
て
も
、
情
を
尽
し
て
抛
棄
す
る
の

で
あ
る
。
静
定
の
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
、
正
念
し
て
諦
観
す
れ
ば
、
坐

は
こ
れ
「
心
」
お
よ
び
返
照
は
こ
れ
「
心
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

「
有
・
無
」「
中
辺
」「
内
外
」
は
「
心
」
で
あ
る
と
知
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
虚
心
に
し
て
知
り
、
寂
照
（
煩
悩
を
寂
静
に
す
る
）
す

る
の
で
あ
る
。

円
明
了
了
（
円
明
と
し
て
は
っ
き
り
し
て
）、「
断
・
常
」
の
相
対
に

堕
落
せ
ず
に
、
霊
覚
昭
昭
（
霊
妙
不
可
思
議
で
明
ら
か
）
で
あ
り
、
虚

妄
で
な
い
こ
と
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。

い
ま
学
道
者
を
見
れ
ば
、
坐
を
つ
と
め
て
不
悟
で
あ
る
の
は
、
そ
の

理
由
と
は
、
病
は
依
計
に
よ
っ
て
、
情
は
「
偏
邪
」
に
附
属
し
て
、
迷

っ
て
正
因
に
背
い
て
、
む
な
し
く
い
た
ず
ら
に
止
作
に
随
う
か
ら
で
あ

る
。
不
悟
の
失
と
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
一
念
を
収
め

て
澄
ま
せ
る
な
ら
ば
、
親
密
に
無
生
に
契
う
の
で
あ
る
。
智
慧
の
鑑
は

廓
然
と
し
て
、
心
の
華
は
頓
に
お
こ
る
の
で
あ
る
。
無
辺
の
計
執
は
、

直
下
に
消
磨
し
て
、
積
劫
の
不
明
は
、
一
時
に
豁
現
す
る
の
で
あ
る
。

忘
れ
た
る
こ
と
を
忽
ち
に
お
ぼ
え
る
が
如
く
で
あ
り
、
病
気
が
頓
に
癒

え
る
が
如
く
で
あ
る
。
内
側
に
歓
喜
の
心
を
生
ぜ
し
め
て
、
み
ず
か
ら

ま
さ
に
仏
と
な
る
と
知
る
の
で
あ
る
。
即
ち
自
心
の
ほ
か
に
別
仏
は
無



五
　
道
元
禅
師
と
仏
心
本
才
禅
師
の
坐
禅
観
の
相
違
に
つ
い
て

道
元
禅
師
の
祖
師
批
判
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
纏
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
祖
師
を
全
否
定
す
る
も
の
で
は
無
い
の
で
あ
り
、

例
え
ば
「
行
」
あ
る
い
は
「
法
」
を
重
視
す
る
場
合
と
が
あ
り
、
是
々

非
々
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
仏
心
本
才
禅
師
の
坐
禅
観
に
つ
い
て
も
同

様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

①
ま
ず
そ
の
儀
則
か
ら
肯
定
で
き
る
点
と
は
、
巻
末
に
あ
る
「
学
道
の

人
は
、
坐
禅
を
要
と
為
す
」
と
説
き
、
坐
禅
修
行
の
必
要
性
を
説
い
て

い
る
部
分
に
つ
い
て
は
肯
定
し
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。『
正
法
眼
蔵

坐
禅
箴
』
に
、「
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
児
孫
、
か
な
ら
ず
坐
禅
を
一
大
事

な
り
と
参
学
す
べ
し
。
こ
れ
単
伝
の
正
印
な
り
」
と
示
さ
れ
る
が
如
く

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
道
元
禅
師
は
在
宋
中
に
「
諸
寺
に
も
と
よ
り
坐
禅
の

時
節
さ
だ
ま
れ
り
。
住
持
よ
り
諸
僧
、
と
も
に
坐
禅
す
る
を
本
分
の
事

と
せ
り
。
学
者
を
勧
誘
す
る
に
も
、
坐
禅
を
す
す
む
。
し
か
あ
れ
ど
も
、

し
れ
る
住
持
人
は
ま
れ
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
』）
と
説
得
さ
れ

る
よ
う
に
、
坐
禅
修
行
を
む
や
み
に
行
ず
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
の
で

あ
り
、
そ
の
内
容
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
所
に
注
意

を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）（
清
藤
）

三
七
六

い
と
知
っ
て
、
の
ち
に
「
悟
」
に
順
じ
て
「
修
」
を
増
し
て
、「
修
」

に
因
っ
て
「
証
」
す
る
の
で
あ
る
。「
証
悟
」
の
源
と
は
、
こ
の
三
つ

は
別
無
い
こ
と
を
、
名
づ
け
て
一
解
一
行
の
三
昧
と
な
し
て
、
ま
た
功

用
が
無
い
道
と
言
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
能
く
物
を
転
じ
て
、
根
塵

を
離
れ
な
い
こ
と
。
手
を
信
じ
て
拈
来
し
て
、
互
い
に
「
主
・
伴
」
を

分
け
る
の
で
あ
る
。「
乾
坤
」
の
眼
の
浄
き
こ
と
は
、
今
も
昔
も
さ
ら

に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
る
ご
と
の
師
弟
接
得
の
手
段
は
、
自
然

に
ピ
タ
リ
と
合
う
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
維
摩
詰
が
言
わ
れ
る
こ
と
は
、「
寂
滅
定
を
起
さ
ず
し
て
、

し
か
も
諸
の
威
儀
を
現
わ
す
の
は
、
こ
れ
を
宴
坐
と
為
す
の
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
ま
さ
に
知
る
べ
き
で
あ
る
。
水
が
澄
ん
で
月
が
現
わ
れ
て
、

鏡
が
清
く
光
が
明
る
い
こ
と
を
。

学
道
人
は
坐
禅
を
か
な
め
と
為
す
の
で
あ
る
。
苟
し
く
も
そ
う
で
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
仏
道
を
修
行
し
て
い
な
が
ら
輪
廻
を
繰
り
返
し
、
四

生
に
沈
ん
で
、
鼻
の
奥
が
つ
ん
と
し
て
心
が
痛
ん
で
、
も
っ
て
自
ず
か

ら
黙
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
大
概
を
書
し
て
、
真

源
を
助
発
す
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
修
行
を
廃
退
し
な
い
こ
と
を
願

い
、
す
な
わ
ち
同
参
の
ち
ぎ
り
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。



②
次
に
批
判
さ
れ
る
部
分
と
し
て
は
、「
夫
坐
禪
者
、
端
心
正
意
、
潔

己
虚
心
。
疊
足
加
趺
、
收
視
反
聽
。
惺
惺
不
昧
、
沈
掉
永
離
」（
そ
れ

坐
禅
は
、
心
を
端
し
意
を
正
し
て
、
己
を
潔
く
し
て
心
を
虚
し
く
す
。

足
を
畳
ね
て
加
趺
し
、
視
る
こ
と
を
収
め
、
聴
く
こ
と
を
反
す
。
惺
惺

と
し
て
昧
さ
ず
、
沈
・
掉
を
永
く
離
る
）
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
昏
沈

散
乱
す
る
心
を
調
え
る
（
調
心
）
と
こ
ろ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
』
本
文
中
に
批
判
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、

（
四
）
の
「
息
慮
凝
寂
の
経
営
」
諸
の
念
慮
を
止
息
し
、
心
意
識
を
凝

寂
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
無
心
と
な
る
、
と
言
う
、
こ
の
考
え
方
へ
の

批
判
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
坐
禅
観
を
（
一
）
の
「
胸
襟
無
事
禅
」

で
あ
る
と
道
元
禅
師
は
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
調
心
は
古
来
「
調

身
・
調
息
・
調
心
」
と
言
っ
て
、
段
階
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
来
た

が
、
道
元
禅
師
は
調
身
を
重
要
視
す
る
。
そ
の
調
身
と
は
「
正
身
端
坐
」

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
正
身
端
坐
」
は
『
普
勧
坐
禅
儀
』『
正
法
眼

蔵
坐
禅
儀
』『

道
法
』『
宝
慶
記
』『
永
平
広
録
』
巻
五
で
主
張
さ
れ

て
お
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
永
平
広
録
』
巻
五
の
三
九
〇
上
堂
で
は
、

（
25
）

上
堂
。
衲
子
坐
禅
、
直
須
端
身
正
坐
為
先
。
然
後
調
息
致
心
。

若
是
小
乗
、
元
有
二
門
。
所
謂
数
息
不
浄
也
。
小
乗
人
以
数
息
為

調
息
。
然
而
仏
祖
弁
道
永
異
小
乗
。

と
説
か
れ
、
あ
る
い
は
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
儀
』
に
は
、

（
26
）

正
身
端
坐
す
べ
し
。
ひ
だ
り
へ
そ
ば
だ
ち
、
み
ぎ
へ
か
た
ぶ
き
、

ま
へ
に
く
ぐ
ま
り
、
う
し
ろ
へ
あ
ほ
の
く
こ
と
な
か
れ
。
か
な
ら

道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）（
清
藤
）

三
七
七

ず
耳
と
肩
と
対
し
、
鼻
と
臍
と
対
す
べ
し
。
舌
は
か
み
の

に

か
く
べ
し
。
息
は
鼻
よ
り
通
ず
べ
し
。
く
ち
び
る
・
歯
あ
ひ
つ
く

べ
し
。
目
は
開
す
べ
し
、
不
張
・
不
微
な
る
べ
し
。

と
説
か
れ
て
、
つ
ま
り
数
息
観
や
不
浄
観
な
ど
の
「
調
息
」
を
不
是
と

し
て
、「
正
身
端
坐
」「
端
身
正
坐
」
の
「
調
身
」
を
強
調
さ
れ
て
お
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
数
息
観
や
不
浄
観
な
ど
の
「
調
息
」
に
関
し
て
言
え
ば
、

前
の
『
永
平
広
録
』
巻
五
の
三
九
〇
上
堂
で
説
か
れ
て
い
る
他
に

『

道
法
』

（
27
）

で
は
、

鼻
息
任
通
、
不
喘
不
声
、
不
長
不
短
、
不
緩
不
急
。（
鼻
息
は

通
ず
る
に
任
せ
、
あ
え
が
ず
声
せ
ず
、
長
か
ら
ず
短
か
ら
ず
、
緩

な
ら
ず
急
な
ら
ず
）。

と
さ
れ
て
、
鼻
息
は
通
ず
る
に
任
せ
る
こ
と
を
説
示
さ
れ
て
お
ら
れ
、

手
段
と
し
て
の
「
調
息
」
で
は
無
い
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

③
ま
た
冒
頭
に
「
畳
足
加
趺
、
収
視
反
聴
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、「
足
を
か
さ
ね
て
加
趺
し
」
と
言
う
こ
と
に
関
し
て
は
肯
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
の
『

道
法
』『
普
勧
坐
禅
儀
』『
正

法
眼
蔵
坐
禅
儀
』『
正
法
眼
蔵
行
持
上
』『
正
法
眼
蔵
発
無
上
心
』『
正

法
眼
蔵
三
昧
王
三
昧
』
等
に
「
結
跏
趺
坐
」
の
重
要
性
を
懇
切
丁
寧
に

説
示
さ
れ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
儀
』



道
元
禅
師
の
坐
禅
観
（
三
）（
清
藤
）

三
七
八

に
、

あ
る
ひ
は
半
跏
趺
坐
し
、
あ
る
ひ
は
結
跏
趺
坐
す
。
結
跏
趺
坐

は
、
右
の
足
を
左
の
も
も
の
う
へ
に
お
く
、
左
の
足
を
右
の
も
も

の
う
へ
に
お
く
。
足
の
さ
き
、
お
の
お
の
も
も
と
ひ
と
し
く
す
べ

し
、
参
差
な
る
こ
と
を
え
ざ
れ
。
半
跏
趺
坐
は
、
た
だ
左
の
足
を

右
の
も
も
の
う
へ
に
お
く
の
み
な
り
。

と
、
結
跏
趺
坐
と
半
跏
趺
坐
を
勧
め
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
視
る
こ
と
を
収
め
、
聴
く
こ
と
を
反
す
」
と
言
う
儀
則
の

主
張
に
は
批
判
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
『

道
法
』

（
28
）

で
は
、

「
目
須
正
開
。
不
張
不
微
莫
以
瞼
掩
瞳
」（
目
は
須
ら
く
ま
さ
に
開
く
べ

し
。
張
ら
ず
ほ
そ
め
ず
、
瞼
を
も
っ
て
瞳
を
掩
う
こ
と
な
か
れ
）
と
言

わ
れ
て
、
こ
の
自
己
現
成
の
事
実
を
、
は
っ
き
り
と
自
覚
し
、
安
ら
う

（
安
楽
の
法
門
）
こ
と
を
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

④
次
に
、
仏
心
本
才
禅
師
の
坐
禅
観
の
内
容
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
そ
の
「
修
証
観
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
頓
悟
漸
修
論
」「
待
悟

為
則
禅
」
で
あ
る
。「
い
ま
学
家
を
見
る
に
、
坐
を
力
め
て
悟
ら
ざ
る

は
、
病
は
依
計
に
由
り
、
情
は
偏
邪
に
附
し
、
迷
は
正
因
に
背
き
、
枉

く
止
作
に
随
う
。
悟
ら
ざ
る
の
失
は
、
其
れ
斯
に
在
り
」
と
あ
り
、
学

家
の
「
不
悟
」
を
説
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
若
也
し
斂
め
て
一
念
を
澄
ま
せ
ば
、
密
に
無
生
に
契
う
。

智
の
鑑
は
廓
然
と
し
て
、
心
の
華
は
頓
に
発
ぶ
。
無
辺
の
計
執
は
、
直

下
に
消
磨
し
、
積
劫
の
不
明
は
、
一
時
に
豁
現
す
。
忘
れ
た
る
こ
と
を

忽
ち
記
ゆ
る
が
如
く
、
病
の
頓
に

ゆ
る
が
如
し
。
内
に
歓
喜
の
心
を

生
じ
、
自
ら
当
に
作
仏
す
べ
し
と
知
る
」
と
説
か
れ
て
、
調
心
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
始
覚
」
よ
り
「
悟
」
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
特
殊
な
点
と
は
、「
即
ち
自
心
の
外
に
別
仏
無
し
と
知
り
、

然
後
に
悟
に
順
じ
て
修
を
増
し
、
修
に
因
り
て
証
す
。
証
悟
の
源
は
、

是
の
三
は
別
無
き
を
、
名
づ
け
て
一
解
一
行
の
三
昧
と
為
し
、
亦
た
功

用
無
き
の
道
と
云
う
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
「
悟
」
で
終
わ
る
の
で
は

無
く
、「
悟
」
の
自
覚
か
ら
「
漸
修
」
を
増
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
「
頓
悟
漸
修
論
」
は
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
〜
八
四
一
）
の
理

論
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
頓
悟
の
た
め
に
は
そ
の
前
に
漸
修
が
必
要
で

あ
る
意
味
と
、
ま
た
は
、
ま
ず
頓
悟
し
て
然
る
後
に
漸
修
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
、『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
「
悟
」
を
強
調
し
て
「
待
悟
」
し
て
い
る
が
、
道

元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』

（
29
）

で
、

近
日
大
宋
国
禿
子
等
い
は
く
、
悟
道
是
本
期
。
か
く
の
ご
と
く

い
ひ
て
、
い
た
づ
ら
に
待
悟
す
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
仏
祖
の
光
明

に
て
ら
さ
れ
ざ
る
が
ご
と
し
。
た
だ
真
善
知
識
に
参
取
す
べ
き
を
、
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九

懶
堕
に
し
て
蹉
過
す
る
な
り
。
古
仏
の
出
世
に
も
度
脱
せ
ざ
り
ぬ

べ
し
。

と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
は
待
悟
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
永
平

広
録
』
巻
八
の
十
一
法
語（

30
）

で
は
、

此
坐
禅
也
、
仏
仏
相
伝
、
祖
祖
直
指
、
独
嫡
嗣
者
也
。
余
者
雖

聞
其
名
、
不
同
仏
祖
坐
禅
也
。
所
以
者
何
、
諸
宗
坐
禅
、
待
悟
為

則
。
譬
如
仮
船
筏
而
度
大
海
、
将
謂
度
海
而
可
抛
船
矣
。
吾
仏
祖

坐
禅
不
然
、
是
乃
仏
行
也
。
所
謂
仏
家
為
体
者
、
宗
説
行
一
等
也
、

一
如
也
。

こ
の
坐
禅
や
、
仏
仏
相
伝
し
、
祖
祖
直
指
し
て
、
独
り
嫡
嗣
な

る
も
の
な
り
。
余
者
は
そ
の
名
を
聞
く
と
い
え
ど
も
、
仏
祖
の
坐

禅
に
同
じ
か
ら
ず
。
所
以
は
何
と
な
れ
ば
、
諸
宗
の
坐
禅
は
、
悟

り
を
待
つ
を
則
と
な
す
。
た
と
え
ば
船
筏
を
仮
り
て
大
海
を
度
る

が
ご
と
し
、
將
謂
え
ら
く
、
海
を
度
り
て
船
を
抛
つ
べ
し
と
。
わ

が
仏
祖
の
坐
禅
は
し
か
ら
ず
、
こ
れ
す
な
わ
ち
仏
行
な
り
。
宗
説

行
一
等
な
り
、
一
如
な
り
。

と
さ
れ
て
、
待
悟
為
則
を
却
下
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
修
証
観
は
、
本
師
如
浄
禅
師
か
ら
の
垂
示
で
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
草
案
本
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』

（
31
）

に
、

先
師
、
よ
の
つ
ね
に
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、
参
禅
者
心
身
脱

落
也
、
不
是
待
悟
為
則
。

こ
の
道
得
は
、
上
堂
の
時
は
、
法
堂
の
上
に
し
て
し
め
す
、
十

方
の
雲
水
、
あ
つ
ま
り
き
く
。
小
参
の
時
は
、
寝
堂
〈
裏
に
し
て
〉

道
す
、
諸
方
衲
子
、
み
な
き
く
と
こ
ろ
な
り
。
夜
間
は
、
雲
堂
裏

に
し
て
拳
頭
と
同
時
に
霹
靂
す
。
睡
者
も
聞
、
不
睡
者
も
聞
。
夜

裏
も
道
す
、
日
裏
も
道
す
。
し
か
あ
れ
ど
も
、〈
知
音
〉
ま
れ
な

り
、
為
問
す
く
な
し
。

と
、
こ
の
よ
う
に
参
禅
と
は
す
な
わ
ち
身
心
脱
落
で
あ
り
、
待
悟
為
則

を
不
是
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
待
悟
為
則
を
不
是
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
道
元
禅
師
の
修
証
観
と
は
何
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
修
証
一
等
」

で
あ
る
。『
正
法
眼
蔵

道
話
』
に
、

そ
れ
、
修
・
証
は
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
と
お
も
へ
る
、
す
な
は
ち

外
道
の
見
な
り
。
仏
法
に
は
、
修
証
こ
れ
一
等
な
り
。
い
ま
も
証

上
の
修
な
る
ゆ
え
に
、
初
心
の
辨
道
す
な
は
ち
本
証
の
全
体
な
り
。

か
る
が
ゆ
え
に
、
修
行
の
用
心
を
さ
づ
く
る
に
も
、
修
の
ほ
か
に

証
を
ま
つ
お
も
ひ
な
か
れ
、
と
を
し
ふ
。
直
指
の
本
証
な
る
が
ゆ

え
な
る
べ
し
。

と
示
さ
れ
る
如
く
に
、「
初
心
の
辨
道
す
な
は
ち
本
証
の
全
体
な
り
」

と
い
う
「
修
証
一
等
」
の
修
証
観
な
の
で
あ
る
。
こ
の
修
証
観
に
つ
い

て
、
同
『
正
法
眼
蔵

道
話
』
に
、

又
、
ま
の
あ
た
り
大
宋
国
に
し
て
み
し
か
ば
、
諸
方
の
禅
院
み

な
坐
禅
堂
を
か
ま
え
て
、
五
百
六
百
、
お
よ
び
一
二
千
僧
を
安
じ
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て
、
日
夜
に
坐
禅
を
す
す
め
き
。
そ
の
席
主
と
せ
る
伝
仏
心
印
の

宗
師
に
、
仏
法
の
大
意
を
と
ぶ
ら
ひ
し
か
ば
、
修
証
の
、
両
段
に

あ
ら
ぬ
む
ね
を
、
き
こ
え
き
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
修
証
一
等
」
と
い
う
修
証
観
と
は
坐

禅
を
手
段
と
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

六
　
結
語

如
上
の
観
点
よ
り
、
道
元
禅
師
と
仏
心
本
才
禅
師
の
坐
禅
観
の
相
違

は
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
『
坐
禅
儀
』
の
儀
則
に
つ
い

て
纏
め
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
「
坐
禅
」
修
行
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

②
「
調
心
」
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
る
。
そ
れ
が
結
局
（
四
）「
息

慮
凝
寂
の
経
営
」
な
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
禅
を
（
一
）「
胸

襟
無
事
禅
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師

の
場
合
、「
調
身
」（
正
身
端
坐
・
端
身
正
坐
）
に
重
要
性
が
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

③
「
結
跏
趺
坐
」
に
つ
い
て
は
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
収
視
反
聴
」
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

ば
道
元
禅
師
は
「
目
須
正
開
」
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
『
坐
禅
儀
』
の
坐
禅
観
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

④
「
頓
悟
漸
修
論
」「
待
悟
為
則
禅
」
に
は
批
判
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
道
元
禅
師
は
「
修
証
一
等
」
の
修
証
観
で
あ
る
。

こ
の
結
果
よ
り
、

こ
の
ゆ
え
に
、
古
来
よ
り
近
代
に
い
た
る
ま
で
、
坐
禅
銘
を
記

せ
る
老
宿
一
両
位
あ
り
、
坐
禅
儀
を
撰
せ
る
老
宿
一
両
位
あ
り
、

坐
禅
箴
を
記
せ
る
老
宿
一
両
位
あ
る
な
か
に
、
坐
禅
銘
、
と
も
に

と
る
べ
き
と
こ
ろ
な
し
、
坐
禅
儀
、
い
ま
だ
そ
の
行
履
に
く
ら
し
。

坐
禅
を
し
ら
ず
、
坐
禅
を
単
伝
せ
ざ
る
と
も
が
ら
の
記
せ
る
と
こ

ろ
な
り
。
景
徳
伝
燈
灯
録
に
あ
る
坐
禅
箴
、
お
よ
び
嘉
泰
普
燈
録

に
あ
る
と
こ
ろ
の
坐
禅
銘
等
な
り
。

と
説
示
さ
れ
た
『
嘉
泰
普
燈
録
』
に
あ
る
『
上
封
仏
心
才
禅
師
坐
禅
儀
』

の
坐
禅
儀
則
お
よ
び
坐
禅
観
が
「
い
ま
だ
そ
の
行
履
に
く
ら
し
」
と
い

う
も
の
で
あ
り
、

宋
朝
の
録
者
、
あ
や
ま
り
て
録
せ
る
な
り
、
晩
学
、
す
て
て
み
る

べ
か
ら
ず
。

と
接
得
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
に
と
っ
て
の
祖
師
批
判
と
は
、
臨
済
宗
で
あ
る
と
か
曹
洞

宗
で
あ
る
と
か
の
宗
派
意
識
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
は
無
く
、
あ
く
ま

で
も
「
正
伝
の
仏
法
」
か
ら
捉
え
た
是
々
非
々
に
つ
い
て
の
肯
定
で
あ

り
批
判
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
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一

註（1
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
一
〇
四
頁
、
春
秋
社
。

（
２
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
一
〇
四
頁
、
頭
註
参
照
、
春
秋
社
。

（
３
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
一
〇
四
頁
、
春
秋
社
。

（
４
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
一
一
二
頁
、
春
秋
社
。

（
５
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
春
秋
社
、
一
一
二
頁
。

（
６
）『
禅
学
大
辞
典
』
二
八
〇
頁
、
大
修
館
書
店
。

（
７
）『
禅
学
大
辞
典
』
一
一
一
六
頁
、
大
修
館
書
店
。

（
８
）『
禅
学
大
辞
典
』
四
八
一
頁
、
大
修
館
書
店
。

（
９
）
上
田
閑
照
・
柳
田
聖
山
『
十
牛
図
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
十
一

月
六
日
）
二
六
六
〜
二
六
七
頁
。

（
10
）
上
田
閑
照
・
柳
田
聖
山
『
十
牛
図
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
十
一

月
六
日
）
三
一
四
〜
三
一
五
頁
。

（
11
）
上
田
閑
照
・
柳
田
聖
山
『
十
牛
図
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
十
一

月
六
日
）
二
四
九
頁
。

（
12
）『
禅
学
大
辞
典
』

（
13
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
四
巻
、
春
秋
社
、
二
六
六
頁
。

（
14
）
原
文
対
照
現
代
語
訳
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
十
三
巻
、
春
秋
社
、
二
四

頁
。

（
15
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
二
巻
、

（
16
）『
定
本
親
鸞
上
人
全
集
』
第
一
巻
、「
教
行
信
証
」
二
八
八
頁
、
法
蔵
館
。

（
17
）『
禅
学
大
辞
典
』
七
六
六
頁
、
大
修
館
書
店
。

（
18
）『
大
正
大
蔵
経
四
六
』
一
二
一
頁
。

（
19
）『
禅
学
大
辞
典
』
一
九
一
頁
、
大
修
館
書
店
。

（
20
）『
禅
学
大
辞
典
』
三
九
六
頁
、
大
修
館
書
店
。

（
21
）『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
一
巻
、
八
三
〇
頁
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
。

（
22
）『
岩
波
仏
教
辞
典
』
四
八
〇
頁
、
岩
波
書
店
。

（
23
）『
禅
学
大
辞
典
』
大
修
館
書
店
。

（
24
）『
禅
学
大
辞
典
』
大
修
館
書
店
。

（
25
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
三
巻
、
二
六
〇
頁
、
春
秋
社
。

（
26
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
一
〇
一
頁
、
春
秋
社
。

（
27
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
六
巻
、
四
十
頁
、
春
秋
社
。

（
28
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
六
巻
、
四
十
頁
、
春
秋
社
。

（
29
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
九
十
七
頁
、
春
秋
社
。

（
30
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
四
巻
、
百
六
十
四
頁
、
春
秋
社
。

（
31
）『
道
元
禅
師
全
集
』
第
二
巻
、
六
〇
九
頁
、
春
秋
社
。




